
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

メル（Mer）

ジャンク

ゴシック

ステーシー

7

反転

6

煉獄

10
雨の中

ふとん

救済者

尾行者

甘い唇

殺人鬼

どしゃぶりの雨の中、あなたは立っていた。雨の音と降り注ぐ水だけで、周囲の景色もわからない。 雨は黒くも、強酸でもない、ただあなたの体を濡らし冷やしていくだけの雨。それがひどく懐かしく切ない。

あったかい布団の中、うとうとしながら朝日の中で二度寝。それはあなたにとって、この上ない幸せ。 記憶の中ではいつもあたたかい布団の中。でも目覚めているこの世界は……いったいなんなのだろう。

差し伸べられた手。私を導いてくれる手。でもその手が重なって見えるの。もしかして同じ体験を別のどこかでしたのかしら？

キミは以前にもこの場所で、同じような者を見ておびえた記憶がある。そのときは、隣に居る男性が「大丈夫だ」といいながら水槽が見えないように腕で抱き、頭を撫でてくれた。ほっとした君だったが、彼の後ろから何者かが近づき彼を襲っているのが見えた。君は「危ないっ」と叫んだがそのあとは一体どうなったのか覚えていない。

僕が飽きるまで何度も殺してあげるよ？飽きたらどうしてしまうの？お父さんとお母さんのところに帰してくれるの？どうやって？引き寄せられた柔らかい感触に寒気がするわ

キミははっきりと思い出す。自分を殺した人物の顔を、自分を殺した人物の声を、そして自分たちはこの男に何度も何度も殺されたのだ。そして過去にも彼は、怯える君の前で、嬉しげに手を広げながら自分の名前を名乗っていた。そう確か、彼の名前は「ボルト・クロックロック｣
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

対抗→信頼

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

随行

肉の宴

背徳の悦び

庇う

のうみそ

めだま

カンフー

リミッター

あご

ボイスエフェクト

よぶんなめ

ちいさなアンデッド

こぶし

うで

かた

ぬるぬる

せぼね

はらわた

はらわた

だるま

ほね

ほね

あし

ラピッド

アクション

ダメージ

ダメージ

オート

オート

オート

オート

オート

アクション

ラピッド

ジャッジ

オート

オート

アクション

ジャッジ

アクション

オート

ジャッジ

アクション

オート

オート

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

0

1

0

0

なし

なし

2

2

1

2

1

4

1

1

なし

3

3

1

自身

自身

自身

0～1

自身

自身

0

0～2

0～1

0

0

自身

0

自身

自身

自身

自身

0

移動マニューバについていくのだ

基本パーツ１つ修復

ラピッド・ジャッジ・ダメージのマニューバ再使用可

そりゃもう庇うんだよ
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最大行動値＋１

破壊時最大行動値＋２

肉弾攻撃１

姉妹ひとりと互いに対話判定

支援２

髪の毛に住むにしんぞんび

肉弾攻撃１

支援１

移動１

自身に対して妨害１　何度でも可

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

ダメージ振り分け任意　切断はその箇所

移動１

移動１

妨害１
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